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特集
災
害
時
に
備
え
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

問
等
に
加
え
、
被
災
者
と
既
存
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
、
サ
ロ
ン
を
開

催
す
る
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
て
も
、
被
災
者
の
方
に
と
っ
て

は
『
大
切
な
思
い
出
』
な
の
で
す
。
ひ
と

つ
ず
つ
丁
寧
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
作
業
後

の
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
の
言

葉
で
疲
れ
を
忘
れ
ま
す
ね
。」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
は
、
地
震
や
津
波
で
家
屋

を
失
っ
た
方
や
、
原
発
事
故
の
影
響
で

自
宅
が
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
、
避
難

所
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
々
の
雇
用

促
進
住
宅
や
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

入
居
後
は
、
高
齢
者
世
帯
や
要
援
護

者
の
見
守
り
、
孤
独
死
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

い
わ
き
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
見
守
り
部
門
の
活
動
と
し

て
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
へ
の
戸
別
訪

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
ヵ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
被
災
地
は
今
な
お
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ

復
興
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
・
市

社
協
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
福

島
県
の
「
い
わ
き
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
連
日
１
０
０

名
を
超
え
る
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
猛
暑
の
中
、
瓦
礫
の
撤
去
や
側

溝
の
清
掃
な
ど
、
被
災
地
復
興
に
向
け

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
か
ら
自
家
用
車
で
い
わ
き
市

に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
60

代
の
男
性
は
「
私
た
ち
が
、
瓦
礫
だ
と

福
島
県
で
の
活
動
報
告

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
か
ら
学
ぶ

瓦礫の撤去前（右）と撤去後（左）

全国から寄せられた応援メッセージ
（いわき市災害救援ボランティアセンター）

特集　災害時に備えて私たちができること
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特集　災害時に備えて私たちができること

災
害
に
備
え
様
々
な
研
修
事
業
を
実
施

社
会
福
祉
施
設
役
員
研
修　

管
理
系
研
修　
　
　
　
　

介
護
施
設
・
事
業
所
向
け
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

食
糧
不
足
、
他
の
避
難
者
と
の
関
わ
り
な

ど
、
多
く
の
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
福
島
県
社
協
施
設

支
援
班
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
施
設
に

お
け
る
水
や
食
料
、
介
護
用
品
等
の
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
施
設
の
状
況
を
伝
え
、
特
に
近

隣
の
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
物
資
の
提
供

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各

地
か
ら
の
支
援
物
資
を
受
け
入
れ
、
県

内
各
地
の
社
会
福
祉
施
設
へ
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
社
会
福
祉
施
設

に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

特
に
津
波
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
の
３
県
で
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
な
ど
計
８
７
５

の
社
会
福
祉
施
設
が
被
災
し
た
こ
と
が

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
で
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
も
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が
支
援

に
入
っ
て
い
る
福
島
県
で
は
、
地
震
や
津

波
の
影
響
に
加
え
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
影
響
で
社
会
福
祉
施
設
の
入
居

者
の
避
難
が
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　

避
難
区
域
が
拡
大
す
る
と
共
に
、
多

く
の
施
設
が
避
難
先
を
転
々
と
し
、
避
難

先
で
の
介
護
を
強
い
ら
れ
、
寒
さ
対
策
、

社
会
福
祉
施
設
が
直
面
し
た

未
曽
有
の
被
害

災
害
に
備
え
て

〜
福
岡
県
社
協
研
修
事
業
〜

　

災
害
時
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
法
人
、

介
護
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
、
災
害

地
で
あ
っ
て
も
利
用
者
の
安
全
や
ニ
ー

ズ
を
提
供
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く

必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
社
会
福
祉
施
設

の
経
営
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
災
害
時
に
お
け
る
事
業
の
継

続
及
び
地
域
連
携
等
を
目
的
と
し
て
、

「
平
成
23
年
度　

社
会
福
祉
施
設
役
職

員
研
修　

管
理
系
研
修
」「
平
成
23
年

度
介
護
施
設
・
事
業
所
向
け
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」
を
開
催
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
重
点
の
理
解
を
図
る
と
と
も

に
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
い
て
地

震
や
水
害
に
備
え
て
準
備
す
べ
き
事

項
を
整
理
し
、
事
例
解
説
を
通
じ
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。【

問
合
せ
先
】

研
修
部　

研
修
課

℡
０
９
２（
５
８
４
）３
４
０
１

平成２３年度
介護施設・事業所向けリスクマネジメント研修
・開催期日　平成２３年８月２４日（水）
・会　　場
　クローバープラザ　１階クローバーホール
　　（春日市原町３丁目１－７）
・受講対象者
　 福岡県内の介護老人保健施設、介護療養型医療施設、
介護付有料老人ホーム、認知症対応型共同生活介護
事業所、小規模多機能型居宅介護事業所の管理者・
職員等
・定　　員　２５０名　（※定員になり次第締め切り）
・受 講 料　５，０００円

平成２３年度
社会福祉施設役職員研修　管理系研修

・開催期日
　Ａ日程：平成２３年８月２２日（月）
　Ｂ日程：平成２３年８月２３日（火）
・会　　場
　クローバープラザ　１階クローバーホール
　　（春日市原町３丁目１－７）
・受講対象者
　社会福祉法人の理事長・理事・施設長・管理職等
・定　　員　２５０名　（※定員になり次第締め切り）
・受 講 料　２，０００円

※研修内容・申込方法等の詳細は上記までお問い合わせください。
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域
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℡
０
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５
８
４
）３
３
７
７
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設
置
や
運
営
の
経
験
を
活
か
し
、
避
難

者
の
受
入
れ
や
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
訓
練
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
の
参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
発

生
持
の
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
の
重
要
性

を
感
じ
た
。」「
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
資
格
・

特
技
と
被
害
先
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
た
、
安
全

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
派
遣
す
る

た
め
に
は
、
被
災
地
の
情
報
収
集
も
必

要
と
感
じ
だ
。」
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
実
施
に
あ
た
り
総
括
訓

練
本
部 

小
川
洋 

福
岡
県
知
事
は
「
今

回
の
訓
練
で
、
参
加
者
は
迅
速
か
つ
的

確
に
訓
練
で
き
、
大
変
心
強
い
。
災
害

に
強
い
地
域
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
連
携
強
化
を

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
設
置
運
営
訓
練
実
施

　

そ
の
他
に
も
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
地

域
住
民
に
よ
る
消
火
訓
練
や
避
難
訓
練
、

応
急
手
当
訓
練
な
ど
地
域
住
民
自
ら
が
、

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練
が
６
月
５
日
、

芦
屋
町
の
芦
屋
港
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
括
訓
練
本
部
長 

小
川
洋
福
岡

県
知
事
を
は
じ
め
、
遠
賀
郡
４
町
（
岡

垣
町
、
遠
賀
町
、
水
巻
町
、
芦
屋
町
）
の

住
民
や
県
内
の
消
防
隊
、
警
察
、
医
療

関
係
者
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

１
３
０
０
名
が
参
加
し
、
計
35
種
類
の
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

初
め
て
津
波
を
想
定
し
た
訓
練
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
活
発
な
梅

雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
の
影
響
で
、
九
州

各
地
で
発
生
し
た
河
川
の
氾
濫
や
甚
大

な
浸
水
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
河

口
流
域
で
の
大
規
模
水
害
へ
の
対
応
能
力

の
強
化
に
向
け
た
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

住
民
参
加
型
訓
練
の
拡
充

被
災
地
で
の
経
験
を
活
か
し
て

　

福
岡
県
社
協
で
は
遠
賀
郡
４
町
の
社

協
、
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
々
と

と
も
に
「
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
」

設
置
運
営
訓
練
や
避
難
所
共
同
運
営
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
被
災
現

場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
迅
速
に
送
り
出

す
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
部
の
設
置
運
営
や
、
避
難
所
開
設
の

図
上
訓
練
を
行
い
、
東
日
本
大
震
災
で

得
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

県社協と市町村社協による合同訓練

被災やニーズ受付など役割ごとに訓練を行いました。

特集　災害時に備えて私たちができること
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東
日
本
大
震
災　

被
災
地
復
興
応
援
募
金
の
状
況

福
岡
県
共
同
募
金
会
の
取
組
み

の
要
請
に
基
づ
き
、
被
災
都
道
県
が
設

置
す
る
義
援
金
配
分
委
員
会
に
送
金
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
義
援
金
配
分
委
員
会
か
ら

被
災
市
区
町
村
に
送
金
さ
れ
、
被
災
者

に
届
け
ら
れ
ま
す
。（
表
１
）

　

義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
中
央
共

同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
、
被
災
し

た
15
都
道
県
等
で
構
成
す
る
義
援
金
配

分
割
合
決
定
委
員
会
（
事
務
局
：
厚
生

労
働
省
）
で
、
被
害
ご
と
の
配
分
基
準

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
配
分

基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
県
で
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
決
定
し
ま
す
が
、
配

分
額
に
不
平
等
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
自
治
体
の
職
員
が
不
足
し

て
お
り
、
義
援
金
関
係
の
業
務
が
滞
た

た
め
、
義
援
金
が
被
災
者
の
手
元
に
届

か
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
に
２
３
７
，
７
９
０
，
０
０
０
，

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
の
復
興
応
援

の
た
め
、
福
岡
県
、
福
岡
県
社
協
と
協

働
し
、
共
同
募
金
会
各
支
会
・
市
区
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら
、
全
県

的
に
被
災
地
復
興
応
援
募
金
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
８
７
７
，

６
０
６
，
６
３
６
円
（
７
月
10
日
現
在
）

の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央

共
同
募
金
会
（
７
月
８
日
現
在
）
と
日

本
赤
十
字
社
（
７
月
７
日
現
在
）
に
は
、

全
国
か
ら
２
９
５
，
３
９
０
，
８
１
９
，

３
０
９
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
義
援
金
は
、
被
災
都
道
県

被
災
地
復
興

応
援
募
金
に
つ
い
て

０
０
０
円
（
７
月
７
日
現
在
）
の
義
援
金

を
、
被
災
都
道
県
の
配
分
委
員
会
に
送

金
し
て
お
り
、
各
市
区
町
村
を
通
じ
て
、

順
次
被
災
さ
れ
た
方
々
の
も
と
へ
届
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
共
同
募
金
会
・
日
本
赤

十
字
社
が
集
め
る
義
援
金
は
、
全
額
が

被
災
都
道
県
の
義
援
金
配
分
委
員
会
に

送
ら
れ
ま
す
。
共
同
募
金
会
が
、
事
務

費
や
手
数
料
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
共
同
募
金
会

℡
０
９
２（
５
８
４
）３
３
８
８

義援金が被災者に届けられるまで（東日本大震災の場合）

寄　

付　

者

福
岡
県
共
同
募
金
会

義
援
金
受
付
団
体

（
中
央
共
同
募
金
会
等
）

配
分
割
合
決
定
委
員
会

被
災
都
道
県

（
義
援
金
配
分
委
員
会
）

被
災
市
区
町
村

被
災
者

（表１）

特集　災害時に備えて私たちができること
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ん
に
、
あ
た
た
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
い
た

だ
き
、
松
山
裕
哉
さ
ん
（
八
女
市　

八
女

作
業
所
）
か
ら
記
念
品
と
し
て
、
沖
縄
県

社
協
の
比
嘉
成
和
常
務
理
事
に
作
業
所
で

作
っ
て
い
る
セ
ル
プ
製
品
の
八
女
茶
の
ギ

フ
ト
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

那
覇
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

る
国
際
通
り
の
自
由
散
策
に
で
か
け
ま
し

た
。
沖
縄
独
特
の
食
材
が
並
ぶ
牧
志
公
設

市
場
や
、
沖
縄
特
有
の
お
店
が
通
り
の
両

側
に
無
数
に
連
な
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
、

泡
盛
蔵
、
雑
貨
屋
、
お
土
産
屋
な
ど
を
見

な
が
ら
、
沖
縄
の
雰
囲
気
を
十
分
体
験
し

ま
し
た
。

　

交
流
会
（
夕
食
）
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
沖

縄
学
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
参
加
し

た
作
業
所
の
紹
介
や
毎
年
恒
例
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
も
あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

笠明日香さん
（久留米市 たけの子）

す
」
と
元
気
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
江
上
ま
り
さ
ん
（
久
留
米
市　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
た
花
束
を
支
援
者
へ
贈
呈
し
、
一
行

は
沖
縄
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
６
月
29
日
（
水
）
か
ら
７

月
１
日
（
金
）
に
か
け
て
、
県
内
13
市
町

の
16
作
業
所
等
か
ら
、
障
害
児
者
46
名
、

そ
の
家
族
・
作
業
所
等
関
係
者
35
名
と
医

療
ス
タ
ッ
フ
３
名
、
県
職
員
１
名
、
福
岡

県
社
協
役
職
員
20
名
の
総
勢
１
０
５
名
が

真
夏
の
沖
縄
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
６
月
29
日
の
朝
、
参
加

者
が
、
県
内
各
地
か
ら
福
岡
空
港
に
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
福
岡
空
港
で
の
「
結

団
式
」
で
は
、
本
事
業
の
支
援
者
で
あ
り
、

毎
年
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
贈
ら
れ
て
い
る

西
日
本
新
聞
民
生
事
業
団 

河
内 

信
行
事

務
局
長
か
ら
「
暑
い
夏
の
沖
縄
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
参
加
者
を
代
表
し
て
笠
明
日
香
さ

ん
（
久
留
米
市　

た
け
の
子
）
が
「
心
に

残
る
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
き
ま

　

那
覇
空
港
で
行
わ
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
沖
縄
県
社
協
の
方
や
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ａ
沖
縄
学
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

　

福
岡
県
社
協
で
は
、
日
頃
旅
行
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
在
宅
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
に
「
空
の
旅
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
「
福
岡

県
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
翼
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
１
年
の
「
国
際
障
害
者
年
」
に
始
ま
っ
た
本
事
業
は
、
今
年
度
で
31
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
西
日
本
新
聞
民
生
事
業
団
、日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
、全
日
本
空
輸
株
式
会
社
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

第
31
回
福
岡
県
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
翼

真
夏
の
沖
縄
で
ふ
れ
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
体
験

１
日
目

結
団
式　
　
　
　

福
岡
空
港

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー那

覇
空
港

国
際
通
り
自
由
散
策那覇

市

交
流
会
（
夕
食
）糸

満
市



6 ふくおかのふくし
128 号　2011 年 7月号

　

２
日
目
は
、
那
覇
埠
頭
か
ら
大
型
水
中

鑑
賞
船
「
オ
ル
カ
」
に
乗
り
、
沖
縄
の
青

い
海
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
海
の
中
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

い
ろ
ん
な
魚
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

ら
れ
た
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え

て
、キ
ラ
キ
ラ
輝
く
太
陽
の
下
、透
き
通
っ

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
海
水
浴
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
充
実
感
で

心
と
体
に
元
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
世
界
一
の
ア
ク
リ
ル
パ
ネ

ル
の
水
族
館
、
美
ら
海
水
族
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
水
族
館
入
口
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

た
後
、
い
ざ
、
海
の
世
界
へ
。

　

水
族
館
の
中
で
は
か
わ
い
い
熱
帯
魚

か
ら
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
マ
ン
タ
の
群
れ
ま

で
、
大
小
様
々
な
魚
を
鑑
賞
し
、
沖
縄
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
の
世
界
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

楽
し
く
過
ご
し
た
沖
縄
の
３
日
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
川
添
優
子

さ
ん
（
朝
倉
市　

あ
ゆ
み
の
会
共
同
作
業

所
）
が
、参
加
者
を
代
表
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

３
日
間
一
緒
に
過
ご
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
沖

縄
学
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と

握
手
を
し
た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
、
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
の
方
が
、「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
３
日
間
で
し
た
。
こ
の
思
い

出
を
忘
れ
ず
、
明
日
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
宿
泊
先
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・

リ
ゾ
ー
ト
・
オ
キ
ナ
ワ
」
ホ
テ
ル
に
到

着
後
、
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
た
ド
ル

フ
ィ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
海
水
浴
で
す
。

　

ド
ル
フ
ィ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
イ
ル

カ
と
握
手
を
し
た
り
、
イ
ル
カ
の
躍
動
感

あ
る
動
き
に
感
動
し
た
り
、
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
西
日
新
聞
民
生
事
業
団
か
ら
贈

【
問
合
せ
先
】

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
５
８
４
）３
３
７
７

２
日
目

水
中
鑑
賞
船
「
オ
ル
カ
」

那
覇
市

ド
ル
フ
ィ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

海
水
浴　
　
　　
　

国
頭
郡
恩
納
村

川添優子さん
（朝倉市 あゆみの会共同作業所）

３
日
目

美ち
ゅ

ら
海
水
族
館国

頭
郡
本
部
町

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー那覇

空
港
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参加者・作品募集のお知らせ

　シニア美術展では、高齢者の創作による日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真、グラフィックデ
ザインの作品を広く募集します。
　応募作品はすべて福岡県立美術館に展示され、その中の入賞作品については、第１１回福岡県ね
んりんスポーツ・文化祭のメーン会場に展示されます。
　なお、本展の審査会は「第２５回全国健康福祉祭宮城・仙台大会美術展」の福岡県代表作品（北
九州市、福岡市在住者及びグラフィックデザイン部門を除く）の選考会を兼ねるものとしています。
・出品者資格：福岡県内に在住する６０歳以上の者（昭和２７年４月１日以前に生まれた人）
　　　　　　　但し、福岡県美術協会会員は除きます。
・募 集 作 品：日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・グラフィックデザイン
・出 品 点 数：同一人の出品点数は１部門につき１点とし、２部門を限度とします。
・出　品　料：１点につき１，５００円
・申 込 期 間：平成２３年７月２０日（水）～９月２０日（火）
・申 込 方 法：福岡県立美術館などにある所定の出品申込書で申込みをしてください。
・展示会場および展示期間
　○　福岡県立美術館　（福岡市中央区天神５丁目２－１）
　　　展示期間
　　　《第１期》１０月１２日（水）～１６日（日 )
　　　　洋画、彫刻、工芸、グラフィックデザインを展示
　　　《第２期》１０月１８日（火）～２３日（日 )
　　　　日本画、書、写真を展示
　○　イイヅカコスモスコモン（飯塚市飯塚１４番６６号）
　　　展示期間　
　　　　平成２３年１１月１９日（土）～２０日（日）

高齢者の芸術に触れる

２０１１福岡県シニア美術展作品募集

　ねんりんスポーツ・文化祭に関する問い合わせは、下記実行委員会事務局までお気軽にご連絡く
ださい。お待ちしています。

問合わせ先　福岡県ねんりんスポーツ・文化祭実行委員会事務局
（福岡県社協　地域福祉部　生きがいづくり課）

ＴＥＬ　０９２－５８４－１４０１

はつらつらつと元気に

スポーツ・文化交流大会参加者募集
・開催される種目（２０種目）
　　卓球（地区大会あり）テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、ペタンク、ゴルフ
　　弓道、剣道、グラウンドゴルフ、ソフトバレーボール（地区大会あり）、太極拳、ボウリング、
　　ウォークラリー、ダンススポーツ、アーチェリー、還暦軟式野球、ウォーキング、囲碁、将棋
・参加資格　原則として県内在住の６０歳以上の方（世代間交流イベント等はどなたでも参加できます）
　　　　　　＊種目によって参加資格が異なりますので詳しくは各募集要項等をご参照ください。
・参加方法　所定の申し込み用紙（募集要項）による事前のお申し込みが必要です。
各種目の開催会場・日時、申込方法については実行委員会事務局までお問い合わせください。
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福岡県ねんりんスポーツ・文化祭
第１１回

　本大会は、高齢者のスポーツ・文化活動を通じた生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりを積極的に
支援し、はつらつとした高齢社会を築くことを目的に平成１３年度から開催しています。
　第１１回目となる今回は、平成２３年１１月１９日（土）から２０日（日）の２日間にわたり、飯塚市
のイイヅカコスモスコモンを主会場に筑豊地域で開催いたします。
　当日はファッションショー、ふれあい市場、合唱フェスティバル、民謡コンクールなど多彩な文化イベ
ントを開催します。多くの皆様のご来場を心からお待ちしています。

　第１１回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭では、昨年に引き続き、春日交響楽団の協力を得て、
オリジナル合唱団による合唱フェスティバルを行います。
　現在、大会実行委員会事務局では、本格的な合唱の素晴らしさを体験してもらい、今後の生きが
いづくり、仲間づくりの契機としてもらおうと、合唱フェスティバルの参加者を募集しています。

○参加者募集
　県内在住の６０歳以上の方（定員１００名）

○練習会場
　・クローバープラザ（春日市）
　・イイヅカコスモスコモン（飯塚市）
　　※月２～３回の練習会を行います。

　 生きがいづくり、仲間づくりの契機として合唱の素晴らしさを体験してみませんか。合唱未経験
の方でも大歓迎です。

響け !!　ねんりんの唄

合唱フェスティバル参加者募集

　「第１１回福岡県ねんりんスポーツ・文化祭」の文化イベントの１つとして開催される「おじいちゃ
ん・おばあちゃんの絵」コンクールは、夏休みの自由課題としている小学校もあり、年々定着して
います。
　福岡県内の小学生を対象に、祖父母や曾祖父母、あるいは、大好きなお年寄りの元気な姿や、一
緒に遊んだ思い出などの作品を募集しています。（過去の出来事や記憶に基づくものでも構いません）

応募方法　 各小学校ごとに取りまとめのうえ、応募作品を送付してください。
応募期間　平成２３年７月２５日（月）
　　　　　　～平成２３年９月１６日（金）　※消印有効
展示期間　平成２３年１１月１９日（土）～１１月２０日（日）
　　　　　※優秀作品のほか、入賞作品を展示します。
展示会場　イイヅカコスモスコモン、イイヅカコミュニティーセンター
　　　　　（飯塚市飯塚１４－６６）

大好きなおじいちゃん・おばあちゃんを描こう !!

おじいちゃん・おばあちゃんの絵コンクール作品募集

昨年の最優秀作品（６年生の部）
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ら
始
ま
る
共
同
募
金
運
動
期
間
中
に
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
広
報
資
材
、
バ
ッ
ジ
や
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

赤
い
羽
根
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
で
は
、
福
岡
県
の

共
同
募
金
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
、
平

成
23
年
度
赤
い
羽
根
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
及

び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
を
、
４
月

１
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
の
約
１
か
月
半

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
共
同
募
金
運
動
推
進
の
た

め
、
県
内
の
学
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
福
祉
財

源
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
財

源
な
ど
、
幅
広
く
使
わ
れ
る
共
同
募
金
に

つ
い
て
の
理
解
・
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
10
月
１
日
か
ら
の
共
同
募
金
運
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
各
学
校
で
は
、
福
祉

教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
71
の
学
校
・
団
体
等
か
ら
３
，

５
７
３
点
の
バ
ッ
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
51
校
か

ら
、
３
，
５
５
４
点
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
、
合
計
で
７
，
１
２
７
点
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
去
る
６
月
14

日
開
催
の
共
同
募
金
推
進
委
員
会
で
厳
正

に
審
査
を
行
い
、
入
選
作
を
決
定
し
て
お

り
、
10
月
開
催
予
定
の
社
会
福
祉
大
会
で

入
選
者
を
表
彰
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
か

【
問
合
せ
先
】

福
岡
県
共
同
募
金
会

℡
０
９
２（
５
８
４
）３
３
８
８

赤い羽根自販機 設置のお願い
秘密①　節電 ・節約になる自販機！？

　赤い羽根自販機の電気代は、季節や設置場所にもよりますが、１ヵ月あたり平均で 2,000 円～ 3,000 円程度。
４～５年前の自販機の３分の１程度の場合もあるので、自販機を入れ替えるだけで、節電・節約につながり
ます。
秘密②　手間なく社会貢献できる自販機！？

　赤い羽根自販機の売り上げの一部は、「高齢者の見守り訪問活動」「子育て支援活動」などの地域福祉活動や、
「災害時のボランティア活動」に使われる共同募金に寄付されます。
　設置に係る経費や、自販機やごみ、お釣りの管理などの面倒な手間はなく、売り上げの１３％～２０％程
度が設置者の収入となる「赤い羽根自販機」は、設置場所を提供するだけで、地域社会や被災地に貢献でき
る社会貢献活動です。
　詳しくは、福岡県共同募金会にお問い合わせください

伊 藤 園 サッポロ飲料 ハートフル
福 祉 募 金

アサヒみどり
販 売

設置者の
収　　入 売上の２０％ 売上の

２０％程度 売上の１３％ 売上の２０％

募 金 の
方　　法

売上の５％を業
者が募金

設置者、業者が
募金（６円/１本）

設置者、業者、
購入者が募金

売上の５％を業
者が募金

取　　扱
商　　品 伊藤園 サッポロ飲料 アサヒ飲料、大

塚ベバレジ、他
アサヒカルピス、
大塚製薬

赤
い
羽
根
自
販
機
設
置
条
件

「笑顔咲け !」 羽根にたくしたこの思い

・・・赤い羽根共同募金

最優秀作
　大黒　友佳　さん
　苅田町立新津中学校２年

キャッチフレーズ

最優秀作
　篠原　春花　さん
　私立真颯館高等学校３年

バッジデザイン
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心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

㈱
ハ
ロ
ー
デ
イ
様
か
ら

　
　
　
　
　
　

寄
付
金
贈
呈

　

福
岡
県
社
協
は
、
株
式
会
社
ハ
ロ
ー
デ

イ
（
代
表
取
締
役
社
長 

加
治 
敬
通
様　

本

社 

北
九
州
市
小
倉
南
区
）
か
ら
42
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
消
費
者
が
各
店
舗
に
設
置

さ
れ
た
６
種
類
の
寄
付
先
か
ら
、
希
望
す

る
も
の
を
選
ん
で
レ
シ
ー
ト
を
投
函
す
る

消
費
者
参
加
型
の
寄
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
投
函
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
に
つ
い
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
、
同
社
の
利
益
の

一
部
で
あ
る
１
，
０
０
０
万
円
を
分
配
し

６
団
体
に
寄
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

５
月
27
日
に
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
仲
村
浩
一
同

社
営
業
本
部
長
取
締
役
か
ら
目
録
が
贈
呈

さ
れ
、
本
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

県
社
協
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
高
齢

者
の
元
気
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
を

目
的
と
し
た
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
活
動
の
普
及
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

な
ど
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

福
岡
県
婦
人
保
護
・
救
護
施
設
協
議
会

へ
読
売
新
聞
西
部
本
社
様
か
ら
寄
贈

　

読
売
新
聞
西
部
本
社
は
、
美
術
・
工
芸
・

宗
教
・
芸
能
・
書
な
ど
各
界
で
活
躍
中
の

知
名
人
か
ら
作
品
の
寄
贈
を
受
け
、
特
別

価
格
で
販
売
（
一
部
入
札
）
し
、
収
益
金

を
福
祉
活
動
に
役
立
て
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

事
業
「
名
士
名
流
作
品
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

第
41
回
目
と
な
る
展
示
会
が
平
成
22
年

12
月
11
日
・
12
日
に
北
九
州
会
場
、
平
成

23
年
１
月
15
日
・
16
日
に
山
口
会
場
で
開

催
さ
れ
、
展
示
会
の
収
益
50
万
円
を
、
福

岡
県
婦
人
保
護
・
救
護
施
設
協
議
会
に
対

し
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
に
北
九
州
市
の
第
２
優
和
園

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
読
売
新
聞
西

部
本
社 

山
本
豊 

事
業
部
長
か
ら
、
福
岡

県
婦
人
保
護
・
救
護
施
設
協
議
会
を
代
表

し
て
、
和
田
徳
行
会
長
に
目
録
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
会
員
施
設
９
施

設
の
生
活
必
需
品
購
入
の
た
め
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

九
州
納
豆
組
合
様
か
ら

児
童
福
祉
施
設
に
納
豆
寄
贈

　

７
月
10
日
の
「
納
豆
の
日
」
に
ち
な
み
、

県
内
の
児
童
福
祉
施
設
に
毎
年
九
州
納
豆

組
合
か
ら
、
納
豆
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
19
回
目
と
な
る
今
年
も
、
春
日
市

の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
有
限
会
社
吉
野
商
店 

池
田
重
利
代
表
取
締
役
か
ら
、
福
岡
県
内

の
児
童
福
祉
施
設
を
代
表
し
て
出
席
し
た

双
葉
学
園
の
子
ど
も
た
ち
に
納
豆
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
福
岡
県
児
童
養
護
施
設
協
議

会　

西
田
稔
夫
会
長
は
、「
納
豆
を
毎
日

食
べ
て
い
る
の
で
、
施
設
の
子
ど
も
た
ち

は
、
夏
バ
テ
知
ら
ず
で
元
気
に
遊
ん
で
い

ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
全
国
24
地
域
の
納
豆
組

合
が
、
納
豆
の
普
及
と
夏
の
体
力
回
復
を

目
的
に
行
っ
て
お
り
、
福
岡
県
を
担
当
す

る
有
限
会
社 

吉
野
商
店
、
マ
ル
キ
ン
食
品 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

丸
美
屋
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
納
豆
は
、
福
岡
県
内
82
か
所
の
児

童
福
祉
施
設
に
送
ら
れ
、
４
，
５
７
０
名

の
児
童
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

読売新聞西部本社 山本豊事業部長（左）、
福岡県婦人保護・救護施設協議会
和田徳行会長（右）

青楽園 永原初義 施設長
叙勲受章のお知らせ

　元福岡県老人福祉施設協議会副会長である、特別養
護老人ホーム青楽園永原初義施設長がこの度の春の叙
勲において瑞宝双光章を受章されました。
　心よりお祝い申し上げます。
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QA
　

誰
し
も
あ
る
一
定
の
年
齢
を
超
え
る
と
、

徐
々
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
ご

友
人
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
入
口
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
何
の
備
え
も
せ
ず
に
判
断
能
力
を

失
う
と
、
ご
友
人
は
ご
自
身
の
財
産
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
近
年
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
高
額

商
品
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
り
、
必
要
の
な
い
住

宅
改
修
工
事
を
迫
ら
た
り
す
る
例
も
み
ら
れ
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今

の
う
ち
に
、
ご
友
人
に
は
任
意
後
見
人
制
度
を

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　

任
意
後
見
人
制
度
を
利
用
す
る
際
に
は
、
ま

ず
初
め
に
、
将
来
、
財
産
の
管
理
を
委
ね
る
べ

き
後
見
人
候
補
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
後

見
人
候
補
者
は
身
の
回
り
の
信
頼
で
き
る
方
で

も
結
構
で
す
し
、
弁
護
士
等
の
専
門
職
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
後
見
人
候
補
者
と
の
間
で
任
意
後
見

契
約
を
締
結
し
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
契
約
の
中

で
、
将
来
後
見
人
も
委
ね
る
べ
き
財
産
管
理
の

内
容
を
予
め
設
定
し
て
お
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
任
意
後
見
契
約
を
結
ん
で
お
け

ば
、ご
友
人
の
判
断
能
力
が
失
わ
れ
た
段
階
で
、

予
め
選
ん
で
お
い
た
後
見
人
候
補
者
が
正
式
に

就
任
し
ま
す
。
そ
の
後
、
後
見
人
は
、
契
約
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
お
り
に
財
産
の
管
理
を

行
う
こ
と
に
な
る
の
で
安
心
で
す
。

　

任
意
後
見
契
約
は
、
公
式
証
書
に
よ
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
注
意
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
任
意
後
見
契
約
に
つ

い
て
必
要
な
助
言
を
行
い
、
ま
た
、
後
見
人
候

補
者
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
弁
護
士

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相談あれこれ
　このページは、ＱアンドＡ形式で、法律に関わる、高齢者の生活問題について取り上げ、
それに対する対応策や制度について紹介します。

弁
護
士
が
行
う

財
産
管
理
等
支
援
に
つ
い
て

法律相談
【問合せ先】福岡県社協　福祉振興部　相談課
　　　　　　相 談 日　毎週水曜日
　　　　　　相談時間　１３：００～１６：００（予約制）
　　　　　　Ｔ Ｅ Ｌ　０９２－５８４－３３４４

判
断
能
力
の
低
下
で
将
来
の
財
産
管
理
が
不
安

　

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
77
歳
に
な
る
友
人
に
、
最
近
、
物
忘
れ
や
、
判
断
能
力
の

低
下
か
ら
、
将
来
の
財
産
管
理
が
不
安
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
救
済
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

任
意
後
見
人
制
度
を
利
用
す
る
に
は
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高
齢
者
サ
ー
ク
ル
紹
介

〜
弓
道
・
春
日
市
弓
友
会
〜

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る
問
合
せ
先

（
サ
ー
ク
ル
取
材
も
承
り
ま
す
）

地
域
福
祉
部　

生
き
が
い
づ
く
り
課

　

℡
０
９
２
（
５
８
４
）
１
４
０
１

　

今
回
は
、
弓
道
の
春
日
市
弓き

ゅ
う
ゆ
う
か
い

友
会
の
紹

介
で
す
。「
弓
道
は
、
年
齢
・
男
女
を
問
わ

ず
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。」
と
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
春
日
市
弓
友
会
会
長

の
蓑
田
重
幸
さ
ん
（
80
歳
）
で
す
。
春
日

市
弓
友
会
は
現
在
83
名
の
方
が
会
員
と
な

ら
れ
て
お
り
、
春
日
市
弓
道
場
で
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
弓
道
場
は
、
月
１
回

の
お
休
み
以
外
は
、
毎
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
半
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。
仕
事

を
し
て
い
る
方
で
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
練
習
が
で
き
ま
す
。

　

田
脇
喜よ

し
ひ
こ彦
さ
ん
（
82
歳
）
は
、
弓
道
四

段
で
す
。
会
社
の
定
年
を
き
っ
か
け
に
、

平
成
元
年
か
ら
弓
道
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
今
で
は
、
健
康
維
持
の
た
め
週
に
一

度
は
練
習
に
通
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
思

い
出
の
試
合
は
、
西
日
本
弓
道
大
会
で
三

位
に
な
ら
れ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
最
高

齢
と
は
、
思
え
な
い
ほ
ど
爽
や
か
な
笑
顔

の
方
で
し
た
。「
弓
道
は
、
呼
吸
に
合
わ

せ
た
動
作
な
の
で
、
体
に
も
よ
い
の
だ
ろ

う
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

諸
岡
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
76
歳
）
が
、
弓
道

を
習
い
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
市
政
だ
よ

り
の
弓
道
初
心
者
教
室
だ
そ
う
で
す
。
定

年
後
の
趣
味
と
し
て
始
め
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
五
段
の
腕
前
で
す
。「
日
々

の
稽
古
や
試
合
を
通
し
て
、
色
々
な
人
と

出
会
え
る
こ
と
が
楽
し
い
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
笑
っ
た
時
の
エ
ク
ボ
が
素

敵
な
方
で
し
た
。

　

春
日
市
弓
友
会
の
み
な
さ
ん
は
、
９
月

18
日
の
県
民
大
会
に
向
け
て
練
習
真
っ
最

中
で
す
。

静
寂
に
光
る
一
本
の
矢

静
寂
に
光
る
一
本
の
矢

練習風景　緊張感が漂います。

　

弓
道
場
で
は
、
み
な
さ
ん
が
「
礼れ

い
し
ゃ射
」

と
い
う
練
習
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
５
人

一
組
で
、
規
則
的
な
動
作
を
続
け
、
交
互

に
弓
を
引
く
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
静
か

に
行
わ
れ
ま
す
。
５
人
の
呼
吸
が
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
静
寂
の
漂
う
中
、

「
ピ
シ
ッ
ピ
シ
ッ
」
と
弓
を
引
く
音
だ
け

が
弓
道
場
に
響
き
渡
り
ま
す
。
心
と
身
体

と
弓
の
三
つ
が
一
体
に
な
る
瞬
間
で
す
。

冷
静
な
動
き
の
中
か
ら
、
瞬
間
的
に
矢
を

放
つ
と
い
う
動
作
は
、
ま
る
で
集
中
力
と

瞬
発
力
と
の
戦
い
の
よ
う
で
し
た
。

心
身
�
鍛
練

心
身
�
鍛
練

的を目がけて、一点集中です。

定
年
後
�
趣
味
�
�
�

定
年
後
�
趣
味
�
�
�

記念写真をパチリッ
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お知らせ
掲 示 板
＊ 8月から 9月の行事予定について紹介します。

日　
　

時

　

平
成
23
年
９
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時　
　

＊
雨
天
決
行　
　
　
　
　
　
　

会　
　

場

　

久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

陸
上
競
技
場　

　
　
　
　

（
陸
上
競
技
、

　
　
　
　
　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
）

　

体
育
館
（
卓
球
競
技
）

　

ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
久
留
米

　
　
　
　

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
）

問
合
せ
先

　

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
５
８
２
）
５
２
２
３

被
災
者
緊
急
就
職
相
談
窓
口

　

福
岡
県
労
働
政
策
課
に
「
被
災
者
緊
急
就

職
相
談
窓
口
」
を
新
た
に
設
置
し
、
雇
用
保

険
制
度
の
紹
介
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
誘
導
、

年
代
別
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
向
け

の
就
職
支
援
窓
口
紹
介
、
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

相
談
窓
口

　
　

福
岡
県
福
祉
労
働
部

　
　

労
働
局
労
働
政
策
課

　
　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

県
庁
２
階
北
棟

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
（
６
４
３
）
３
５
９
２

※ 

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
45
分

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
も
受
付
け
ま
す
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
へ

〜
福
岡
県
に
お
け
る
就
職
支
援
の
ご
案
内
〜

第
31
回
と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会

目　
　

的　

　

知
的
障
害
者
の
体
力
の
維
持
・
増
強
を

図
り
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。（
入
場
無

料
）

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

熱中症にご注意ください
　東日本大震災の影響により、電力の供給力が低下していることから、全国的に節電への取り組みが進
められています。家庭や事業所における節電に効果的なのは、冷房の設定温度を２８度以上に上げたり、
扇風機の利用に切り替えたりすることだと言われています。
　しかし、暑い室内で水分を補給せず無理な生活をしていると熱中症にかかる恐れがあります。
　特に高齢者の方は、体温の調節機能が十分でないことから、熱中症になりやすいので十分な注意が必
要です。

●こんな日は熱中症に注意
　　・気温が高い　・湿度が高い　・風が弱い　・急に暑くなった
●高齢者の注意点
　・のどがかわかなくても水分補給
　　 　のどがかわく前に水分補給。特に、スポーツドリンクなどの塩分を含む水分の摂取が効果的。寝

る前や入浴前後にも十分な水分補給が必要。
　・部屋の温度をこまめに測る
　　 　高齢者は温度に対する感覚が弱くなるために、室内でも熱中症になる。室内に温度計を置き、窓

を開けるなどの換気を心掛ける。
　・入浴はぬるめで短い時間ですませる
　　 　体温が下がりにくいと寝付きにくい。
　・睡眠をしっかりとる
　　 　寝不足や体調不良時は熱中症を起こしやすい。エアコンの設定は２７～２８度で、扇風機は直接

体にあてないようにする。
環境省「熱中症環境保健マニュアル」抜粋
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主催
共催

後援

福岡県社会福祉協議会
福岡中央公共職業安定所、久留米市・飯塚市・行橋市・北九州市社会福祉協議会
各福祉人材バンク、全国社会福祉協議会 中央福祉人材センター
福岡県、厚生労働省、福岡労働局、各社会福祉施設種別協議会、
福岡県社会福祉施設経営者協議会、福岡県看護協会、福岡県母子寡婦福祉連合会

問合せ先
社会福祉法人福岡県社会福祉協議会 人材・情報課
福岡県春日市原町3-1-7クローバープラザ２階 ☎092-584-3310

（福祉人材センター）

福祉の職場
合同就職
面談会

福祉の就職総合フェア2011

日時

会場

内容

参加
対象

福祉の職場に就職希望の方（未経験者可）及び
平成24年3月末に卒業予定の学生（高校生は除く）

クローバープラザ 大ホールほか（福岡県春日市原町3-1-7）

■求人事業所と求職者との就職
　面談コーナー
■緊急就職相談窓口
■各種相談コーナー
　○福祉の職場何でも相談
　○福祉関係資格相談
　○求職相談・求職登録
■障害者がつくるまごころ製品
　の展示・販売コーナー

平成23年8月5日（金）１０：３０～１６：００（受付時間１０：００～１５：００）

笑顔をささえる仕事

託児室
お子さんの一時
預かりあり（無料）
要予約。生後３か月以上未就学児が対象です。

筑
紫
通
り

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

クローバープラザ

駐車場は確保できませんので、公共交通機関をご利用ください。
最寄駅　JR春日駅 徒歩１分、西鉄春日原駅 徒歩８分

参加

求人事業
所

約130
ブース

1回目 11：30～12：05
2回目 13：00～13：35

求職者向けセミナー

福祉の仕事内容・職種、面談
会で実践できるアピール方法
等について学べます。


